
第２回理事会議事要旨 

日時 平成２８年８月３日（水）午後６時から午後７時２０分 

場所 県民総合運動公園陸上競技場内２階会議室 

出席者 

長田・山本・丸山・丸目・佐藤・住吉・山田・福山・中村・上田・笠・高野 

山下（理事１３名） 

永田・太田黒（事務局２名） 

 会  議  内  容 

１ 開会 

 

２ 長田会長あいさつ 

 

３ 理事自己紹介 

議長選出     議長：長田会長 

 

４ 報告 

（１）ブロック別事業の実施について 

  ・各ブロック連絡調整会議の実施及び会議内容の報告。 

（２）九州ブロッククラブネットワークアクション 2016 実行委員会について 

  ・７月８日（金）に開催された実行委員会について内容報告。 

・長田会長の代理として、山本副会長が出席した旨説明。 

・九州ブロッククラブネットワークアクションの進め方について、今後は開催地が主体 

となって内容企画及び準備にあたることが決定した旨説明。また、常任幹事については、 

担当県を輪番で決めて回しているが、それについては今後引き続き協議されることとな 

っていることを補足説明。 

（３）全国スポーツクラブ会議について 

  ①第１１回全国スポーツクラブ会議 in 熊本なんかん開催地実行委員会について 

  ・６月１８日（土）に開催された会議内容について報告。 

  ②全国スポーツクラブ会議への SC 全国ネットワークの関わり方について 

・SC 全国ネットワークからの提供資料等を用いて説明。 

（４）「持続可能な総合型クラブの推進に向けた指針と評価指標」を用いた自己点検・評価 

の実施とその集計について 

・７月１日付けで日体協及び SC 全国ネットワークから依頼があった旨報告。 

・SCS 加入クラブあて、８月１０日（水）までに提出いただくよう依頼済みであり、取 

りまとめ後に SC 全国ネットワークあて提出することを説明。 

 

５ 議事 

（１）本協議会への新規加入クラブについて 

  ・嘉島町総合型地域クラブから加入申込書が提出された旨報告。 

  ・本理事会をもって、加入することを承認いただきたい旨説明。 



―協議の結果― 

 ・加入を承認する。（南ブロックの所属となる。） 

（２）平成２８年度研修会の開催について 

  ・北ブロック山田理事から、研修会の開催内容及び提案について説明。 

―協議の結果― 

・期日は、講師の都合で、１０月８日（土）午後１時～５時に、菊陽町光の森町民セン

ター「キャロッピア」にて開催する。 

  ・講師は、東日本大震災を経験した岩手県陸前高田市の「NPO 法人総合型りくぜんたか

た」から１名と、「阪神淡路大震災」の実体験から生まれた災害対応シミュレーション

ゲーム【クロスロード】を県内各地で普及している長洲町の徳永伸介氏をお招きし、ワ

ークをしていただく。 

  ・参加費について、今年度は SCS 加入クラブ及び設立準備団体の方は無料、SCS 非加入

クラブは、１人５００円徴収する。参加対象者は、原則クラブ関係者とすることを決定。 

  ・例年行っている研修会後の情報交換会は、会場の都合により全体への呼びかけではな

く、主管ブロックである北ブロック及び SCS 理事のみとし、講師を囲む会として行う。 

―協議の結果― 

・北ブロックで計画されたとおり、実施することで決定。 

（３）平成２８年度クラブ交流事業の開催について 

  ・第１回理事会で協議し、評議員会で提案した内容の確認。 

・今年度のクラブ交流事業の内容について「復興事業」の企画。 

  ―協議の結果― 

  ・会場は第一希望を菊池市「四季の里旭志」とするが、現時点で使用可能かが確定して

いないことから、流動的になる可能性がある。 

  ・会場のキャパシティや各ブロックでのご意見をもとに、参加対象者は原則クラブスタ

ッフ及び関係者とする。 

  ・実施内容は、エコノミークラス症候群の予防体操やペットボトルで作ることができる

ピザ作り、ノルディックウォーキングやレクレーション、出し物大会などを企画し、次

回の常任委員会で詳細を決定する。 

（４）総合型地域スポーツクラブ登録制度と同制度の「基本的な考え方」に係る意見聴取に

ついて 

  ・７月４日付けで日体協及び SC 全国ネットワークから案として出された「クラブの登

録制度」について事務局から内容説明。 

  ―協議の結果― 

  ・登録制度がどうかということより、組織の問題である。本協議会は県体協と連携しな

がら、数年前から年会費も集め、事業の企画・実施もしており、クラブが主体的に運営

する仕組みができつつある。そんな中で、日体協の内部組織となることは逆行すること

に繋がる恐れがある。 

  ・登録制度を用いることでクラブの諸課題が解決できるとは思えないため、具体的なこ

とが見えない中で賛同できないという内容で、回答することとする。 

 

６ その他 

（１）熊本地震に係る支援について 

  ・７月１５日現在で、本協議会への支援金が 74 万 4,892 円であることを報告。 



・徳島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会から物資の提供があったことを報告。 

 この度いただいた物資については、協議の結果、ひかわスポーツクラブ主催の復興事 

業イベントに提供することに決定。今後も適時支援金や物資については報告する。 

・今後、本協議会としても復興事業として何らかの事業等を企画すべきであることを説 

明し、今後企画し次年度以降も行っていくことを説明。 

（２）他都道府県連絡協議会の活動について 

  ・今後、本協議会としても、様々な企画をしていく必要があるため、運営体制も含め、 

提案等があれば積極的に行い、ブロック連絡調整会議から常任委員会・理事会に対して 

提案いただき、協議していきたい旨説明。 

・大阪府総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（大阪 SC ねっと）、香川県総合型地域 

スポーツクラブ連絡協議会の取り組みを紹介。 

 

７ 閉会 

 

 


